
 

                        の 

                                

村西空手道部通信 第６号（令和５年１０月５日） 

 

【変動する気候】 

長く生きていると「異常気象」という言葉を何度も聞きます。降雨、降雪、干ばつ、寒波など気象の種類は異

なっても、異常という言葉を幾度となく耳にしました。今年は「異常な猛暑」です。そもそも「猛暑」は私が子供

だったころは「異常気象」そのものでした。３５度を超える日などはめったになく、そんな日は異常な暑さと言

われていたのです。ところが、そんな異常な暑さが頻繁に記録されるようになると、いつのまにか、「猛暑日」

などとして通常の気象用語になっていました。そして、今年は異常な暑さを意味した言葉だったはずの猛暑

日が、ついに「異常な猛暑日」にまで格上げです。気象庁では「異常」という言葉は 30年に一度見られるかど

うかの基準で用いるようですが、今年の「異常な猛暑日」は 100 年に一度あるかないかのレベルだったのだ

とか。つまり、私を含めて現在生きている人で経験したものはいないんだそうです。 

そんな暑さも 10 月になると落ち着いてきました。気温が 30 度を下回り、２５、６度に落ち着いています。と

ことろがこれだと立派な「夏日」です。２５度を超える日を夏日と言います。結局、10 月になっても夏は継続し

ていることになります。不思議ですね。「暑さ寒さも彼岸まで」、と子供のころに聞かされた言葉はもはや通用

しません。 

9 月 29 日に予定されていた体育祭も熱中症予防のために延期されました。体育祭が延期される理由は、

昔は雨が降ったからと相場が決まっていましたが、熱中症予防のために延期されるのはまさに「異常な猛暑

日」のせいです。 

【変化する学校】 

 私は 65 歳を過ぎて、再び生徒を教えるようになりました。桜華で道徳の授業を 4 年間、本校では今年から

部活動として空手を、また、昨年からは近隣の中学校で体育授業の種目として空手を教えています。7年ぶり

に都立に戻りましたが、学校はずいぶんと変わっていました。社会の変化に合わせて運営の在り方や情報

化の進展などが背景にありますが、コロナ禍の影響も大きかったようです。本格的なパンデミックは大人も子

供も初めてでしたから。そんな中で生徒も教員も苦労しています。私も意気込んで部活を立ち上げましたが、



やはり、思うようにはいきません。 

 ともあれ、大切なのは希望を持つことだと思います。一般に学校の良し悪しを話題にする人をよく見かけま

すが、良い学校や悪い学校など、決まっているわけではありません。良し悪しは自分がこれから取り組むた

めの現状把握に過ぎません。問題はこれからどう取り組むか、それにつきます。空手部を立ち上げて半年が

経ちました。今後も、子供たちとの接点を持ち続けたいと考えています。 
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1 日 都民の日       16 月         

2 月         17 火 中間考査始       

3 火 体育祭       18 水         

4 水 一斉委員会 職会       19 木         

5 木     20 金 考査終       

6 金 

 
      21 土   練習休み 

7 土   8:30 ～ 12:30 22 日         

8 日         23 月         

9 月 スポーツの日 8:30 ～ 12:30 24 火   3:40 ～ 6:00 

10 火 中間考査一週間前       25 水 2年修学旅行始       

11 水         26 木   3:40 ～ 6:00 

12 木         27 金 2年修学旅行始       

13 金         28 土   8:30 ～ 12:30 

14 土         29 日         

15 日         30 月         

            31 火 学運協２ 3:40 ～ 6:00 

次ページに 7月 30日に行われた「中学校空手道奨励大会」の記録を載せてあります。 



  

 

このページは、9月 23日発売、（空手道マガジン）JKFan 11月号の 98ページに載っています。 


